協議会会議概要
	会議の名称
	第２回座間市病院誘致協議会

	開催日時
	平成24年2月16日（木）午後7時から午後8時30分まで

	開催場所
	座間市役所　５階第３会議室

	出席者
	浅利委員、五十棲委員、菅原委員、大谷委員、中川委員、赤星委員、猪口委員、柴田委員
市側：市長

	事　務　局
	健康部　医療課

	公開の可否
	 □公開　□一部公開　■非公開　
	傍聴人数　
	０人

	非公開・一

部公開とし

た理由
	協働まちづくり条例第１２条第１項第２号
 

	議題
	1.返還跡地利用構想の見直しについて

2.神奈川県医療のグランドデザイン・中間とりまとめ（参考）について

3.病院公募条件（案）について

4.今後のスケジュール（案）について

5.看護師復職支援セミナー（案）について
6.第１回協議会結果について

	資料の名称
	返還跡地利用構想の見直しについて、神奈川県医療のグランドデザイン・中間とりまとめ（参考）、病院公募条件（案）について、今後のスケジュール（案）について、看護師復職支援セミナー（案）について、第１回協議会結果報告について

	会議の内容

（会議次第及び

発言要旨等）


	１．開会

【市長】

キャンプ座間返還跡地の利用構想と座間市の病院誘致に対する取組状況について、一部進展があった。

キャンプ座間の一部返還については、昨年１０月３１日の合同委員会で基本合意がなされた。
県央二次保健医療圏の病床過剰地域の解消については、県に対し次期保健医療計画に反映されるよう要望しており、総合的病院を誘致し、県央二次保健医療圏全体の向上を目指したいとの考えを大和市医師会、海老名市医師会、厚木医師会、大和・高座病院協会、厚木病院協会、座間綾瀬医師会の各会長に説明させていただいた。
平成２３年１２月８日に神奈川県より「医療のグランドデザイン・中間とりまとめ」が公表され、県央二次保健医療圏の医療資源の地域偏在是正への取り組みが盛り込まれている。今後、座間市が誘致を進めている総合的病院の病床確保について確信のもてる内容が示されることを期待している。
※　市長退席

２．議事
【議長】

議事に入る前に、会議の公開・非公開に関して、各委員にお諮りしたい。本日の会議についても、非公開情報が含まれると思うので、前回同様非公開とすることでよろしいか。
【全委員】

　　異議なし。
【議長】

　　異議なしということで、本会議は非公開とさせていただく。
【議長】

議題（1）「返還跡地利用構想の見直しについて」説明を。
【事務局】

既存消防庁舎の老朽化に伴い、返還跡地に新たに新消防庁舎ゾーンを加え、利用構想の見直しを図った。病院誘致ゾーンの変更はない。
【Ｂ委員】

既存の消防用地はどうなるのか。

【事務局】

今後検討することとなる。

【Ａ委員】

利用構想図の矢印で表示されている部分の道路利用について。

【事務局】

敷地に高低差があることから、道路分として繋げるには立体駐車場の整備等も考えられるが、今後検討が必要となる。

【Ｃ委員】

公園駐車場の整備について。

【事務局】

既存の体育館駐車場を含め、公園ゾーンへの整備を予定している。
【議長】

議題（2）「神奈川県医療のグランドデザイン・中間とりまとめ」について説明を。

【事務局】

添付資料「グランドデザイン」に基づき説明。
【Ｃ委員】

黒岩知事就任後の計画であり、一時、医師会がプロジェクトから撤退した経緯があるが、現在は再び策定に加わっている。
【Ｄ委員】

かなり県央二次医療圏が特出しされた内容になっている。
【事務局】

内容については市としても期待している。最終的な取りまとめは3月になるであろう。

【議長】

議題（3）「病院公募条件（案）について」説明を。
【事務局】

添付資料「公募条件（案）」に基づき説明。
【Ｆ委員】

公募対象案の中に特定機能病院とあるが、座間市の求める医療内容とは違うのではないか。

【事務局】

財務省の新成長戦略における返還跡地の転貸条件の中に、適用可能な施設として特定機能病院が明記されているため。
【Ｆ委員】

特殊な医療を求めていると受け取られかねないのではないか。

【Ｆ委員】

三次救急と受け取られかねないので削除した方がよいのではないか。

【Ｇ委員】

座間市として必要なものを条件として明記した方がよいのではないか。

【Ａ委員】

何が必要かを打ち出した方がよい。ニーズに応じた特徴ある機能でないと地域住民の健康増進に役立たない。
【事務局】

いずれかにおいて提供される医療を目指すという中の一つであり、市としては救急医療の整備を行うという意味合いで明記している。
【Ｅ委員】

条件として必ず財務省の示した文言を明記しなければならないのか。市が何を求めているのかがこの表現ではわからない。ダイレクトな公募条件でなければ、地域のニーズとかけ離れた病院が応募してくる可能性がある。
【事務局】

今回の転貸条件は全国一律の制度であるが、座間市としては、救急医療をメインに捉えた上で、各委員から拝聴した意見を踏まえ、より分かりやすい表現に努めたい。
【Ｆ委員】

誘致する病院が近隣の他病院を圧迫し、救急医療体制の維持が困難となるようなことは避けないといけない。

【事務局】

前回の協議会でのご指摘を踏まえ、公募条件の中に、県央二次医療圏内での医療従事者の転職には十分配慮するよう文言を明記した。
【Ｆ委員】

近隣病院の能力を削ぐことのないよう配慮が必要。

【Ａ委員】

十分な配慮と言えども制限があるわけではない。

【Ｄ委員】

医療従事者の確保に対しては、パーセンテージ等の数字で具体的に明記していただきたい。

【Ａ委員】

具体的な数字で制限することは難しいのではないか。

【事務局】

医療従事者の確保の際の制限については、法的に可能か否かを含め検討することとしたい。
【Ａ委員】

国有地の病院への転貸は全国で事例はあるのか。

【事務局】

全国初であり、財務省としては、国有地の有効活用、市としては返還地の有効活用と医療対策が狙いである。
【Ｄ委員】

救急医療に特化した病院はできないか。

【Ａ委員】

座間・綾瀬市の二次救急が厳しい現状は一番の問題であり、救急医療への対応を全面に打ち出していくことはできないか。

【事務局】

救急医療体制の充実はメインに打ち出していかなければならないが、救急医療のみというのは難しいと考える。
【Ｂ委員】

基本方針案に救急医療の推進と明記してあるので、公募条件にも③で追加してはどうか。

【Ｅ委員】

基本方針案の「地域のニーズに応じた医療の提供」と「救急医療」が並列されているのは疑問。「地域ニーズに応じた医療は救急医療」であると表現した方がより強く方針が伝わるのではないか。

【Ｇ委員】

必要とする病床数案として200床以上と明記されているが。

【事務局】

財務省の返還跡地転貸条件に、地域医療支援病院が明記されていることと、地元医療機関との地域医療連携を考慮し、承認条件の最低必要病床数200床を基準としたもの。今回の公募条件は、骨子であり、今後意見をいただきながら検討したい。
【Ｇ委員】

地域医療再生計画とのリンクはあるのか。

【事務局】

ありません。
【Ｄ委員】

グランドデザインにおいて、神奈川県は看護師の比率が全国で1番低い。公募条件の中に看護師を含めたコメディカルの養成施設を設定できないか。

【Ｅ委員】

看護学校を併設する方が現実的であり、近隣病院への影響に配慮できるのではないか。

【事務局】

グランドデザインの策定は県の事業である。市としては病床の確保と病院の誘致を推進してまいりたい。

【Ａ委員】

二次救急を強調し、特化した病院を考えてはどうか。全国的にも事例がなくモデルケースとして着目されるのではないか。救急医療のみでは赤字採算であるが、それ位の覚悟をもった病院を誘致することが望ましい。

【Ｇ委員】

救急に特化した病院を周囲の医療環境が支えるシステムが構築できるとよい。
【Ａ委員】

受入れ患者を地元医療機関に還元することで医療連携が図られる。

【Ｅ委員】

公募条件案に主張が見えてこないのでよく検討していただきたい。近隣医療機関への配慮についても心配であり、他市の事例等を研究し、地域の医療環境がうまく成り立つスタイルの確立をお願いしたい。
【事務局】

公募条件は、最終的に市として決定するものであるが、委員の皆様のご提言、ご助言については、可能な限り反映したいと考えている。
【議長】

議題（4）「今後のスケジュール（案）について」説明を。

【事務局】
添付資料「スケジュール（案）」に基づき説明。
【Ｅ委員】

条例の制定は年度末になるのか。
【事務局】
詳細な時期については流動的なため未確定。

【Ａ委員】

スケジュールどおり数回の協議会で詳細の決定に至るか。

【事務局】
あくまで予定であり、県の動向によっては、回数が変わることもある。
【Ａ委員】

協議会のメンバーに海老名市医師会、大和市医師会が入っていないが。

【Ｄ委員】

大和・高座病院協会は。

【事務局】
県央医療圏の医師会、病院協会の高原会長にも一通り説明に伺っている。医師会、病院協会には、必要に応じご意見をいただくこともあるし、説明にも伺いたいと考えている。
【Ｃ委員】

海老名、大和の関係機関も心配しているため、高座・大和病院協会の意見も参考にしていただきたい。

【議長】

議題（5）「看護師復職支援セミナー（案）について」説明を。

【事務局】
添付資料「セミナー（案）」に基づき説明。
【Ｂ委員】

各医師会への連絡は。

【事務局】
現在調整中であり内容については確定ではないが、座間市の事業ということで、座間市医師会と高座・大和病院協会へ赴き説明し、案内文書を送達済み。

【Ｂ委員】

本協議会との関連は。

【事務局】
前回の協議会において、看護師確保に対するご意見をいただいた経過を踏まえ、その一環の事業として企画していることから、報告を兼ねて資料を添付した。

【議長】

議題（6）「第1回協議会結果について」説明を。

【事務局】
第1回の会議内容を添付させていただいたのでお目通しいただきたい。

【Ｄ委員】

もう少し早くいただきたい。

【事務局】
速やかな報告に努める。
３．その他
【Ｅ委員】

救急医療の広域化と、休日急患センターにおける診療への影響も含めて、誘致する病院の位置付けが重要となってくる。他の事例も参考に検討いただくのもよい。
【事務局】

病床数算定の基礎数字はまだ出ていないが、県央に病床数が出た時には、座間市の病院誘致が県央の救急医療の安定に繋がる旨を各団体に出向き改めて説明し、ご理解いただきたいと考えている。

４．閉会
【議長】

本日はこれをもって終了とする。
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